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２．地先水温

　最近7日間の地先水温は、鳴門地区は「やや高め」～「高め」の17.1℃～18.6℃、日和佐地区は「平年
並み」～「やや高め」の19.1℃～20.1℃、牟岐地区は「やや高め」の20.0 ℃～20.5℃で、鳴門地区、日和
佐地区では期間を通じて上昇、牟岐地区では若干の上下はあったものの横ばいであった。

※平年並み：平年値±0.5℃未満、やや高め／やや低め：平年値±0.5℃以上1.5℃未満、高め／低め：平年値±1.5℃以上
2.5℃未満、かなり高め／かなり低め：平年値±2.5℃以上

※平年値　鳴門地区：1981年～2015年の平均値、日和佐地区：1982年～2015年の平均値、牟岐地区：1991年から
2015年の平均値

３．週間予報

　黒潮は、引き続き室戸岬沖で「やや離岸」、潮岬沖で「接岸」で推移する見込み。地先水温は、鳴門地
区、日和佐地区ともに「やや高め」～「高め」で推移する見込み。　

海況

１．周辺海域の水温

　右に、5月23日時点の海況図を示
した。

　黒潮は、室戸岬沖でやや離岸（前
週やや離岸）、潮岬沖で接岸（同接
岸）している。　

　黒潮本流の表面水温は23℃～
24℃台である。

　紀伊水道外域では、和歌山沿岸で
暖水の入り込みが見られる。

　徳島沿岸の表面水温は、播磨灘で
18℃～20℃台、紀伊水道で19℃～
20℃台、海部沿岸では19℃～20℃
台である。

　



１．紀伊水道（標本漁協：３）
　全体の漁獲量はシラスの漁獲が大きく減ったのにともない大きく減った。
　船びき網は、出漁日数と1隻当たりの漁獲量が減ったこともあり、水揚げは大きく減ってシラスが24.5㌧
であった。
　延縄ではハモが前週並みの6.1㌧、タチウオが大きく減って0.7㌧水揚げされた。
　小型定置網ではマアジが大きく増えて0.7㌧水揚げされた。
　底びき網ではハモが前週並みの2.2㌧水揚げされた。

２．海部沿岸（標本漁協：４）
　全体の漁獲量は前週並み。　
　延縄では、キダイが増えて大主体に0.4㌧、アカムツが前週並みの0.3㌧水揚げされた。
　小型定置網、大型定置網では前週に続き小型のいわし類が多く水揚げされている。
　小型定置網ではマイワシが大きく増えて16.3㌧水揚げされた。マアジ、ウルメイワシは減っている。
　大型定置網ではいわし混ざりが前週並の9.7㌧、マアジが大、特大を主体に増えて2.2㌧、マルソウダが
前週並みの1.8㌧、シイラが小主体に1.7㌧水揚げされた。いわし混ざりにはいわし類3種のほか、キビナ
ゴ、ひいらぎ類、ネンブツダイ等が含まれる。

３．その他
　前週をもってイセエビ漁が終了した。

漁況

※　前週比　200％以上：↗↗、120％～200％：↗、80％～120％：→、50％～80％：↘、前週比50％未満：↘↘
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